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  あけまして おめでとうございます。 本年も中川副小学校をご支援いた

だきますようお願い申し上げます。年末年始は、日本の文化を感じながら過

ごされたことと思いますが、どうだったでしょうか？お子様は、家のお手伝

いができましたか？規則正しい生活ができましたか？私は、年末年始の準備

をしながら気ぜわしく過ごしておりました。そんな中、久しぶりに会った姪

や甥が一年一年成長していく姿を見て、時間というのは命の成長を育んでいるのだなあと改めて感じた

ところです。 

  一方で、今年はこれまでとは心境的に異なるスタートともなりました。1日、緊急地震速報のア

ラームを聞き、ニュースで石川県能登での地震の状況が報道されました。津波注意、逃げての声

に、「あ～」と驚き、胸が詰まりました。たくさんの方々が被害にあわれ、不安な生活をされてい

ます。落ち着くまでにどのくらいかかるだろうか。考えるたびに胸が痛みます。2日、ニュースを

見ていると日本航空の旅客機と海上保安庁の航空機が衝突、炎上する事故が発生。3日、北九州小

倉北区で火災が発生。心のざわざわが続いた年始となりました。 

  本日、登校した児童の顔は、充実した冬休みを過ごして満足げな表情でした。長期休業は、児童

の顔を見ることができず寂しく感じておりましたが、こうして元気に登校してあいさつを交わした

り、話をしたりすることができ、私自身とても嬉しく、笑顔になりました。そして、中小の子ども

が、安心安全に生活できる学校を守っていかなければならないという思いを強くしました。 

  さて、3学期は、今の学年の仕上げをする時期であるとともに、1年上

の学年に上がる準備をする時期と考えています。つまり、次の学年に上

がるために、今何をしていかなければならないかを考え、行動する時期

といえます。学年が上がった瞬間に何かができることはありません。で

きるための準備（自分への種まき）が必要になります。特に、6年生

は、4月から中学生です。人数もぐんと増えます。そんな中で自分の良

さを発揮し、充実したスタートが切れるよう、心の準備を始めて欲しい

と思っています。 

 🌸3学期も77人と先生が力を合わせて2023年度の仕上げをしていきます。🌸 

ご協力・ご支援よろしくお願します。   ♪♪♪ 

 
  

はくあい 
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